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フローチャート 1

卵巣癌の治療

注1）フローチャート1のstaging laparotomyはCQ01を参照のこと
注2）手術療法に関して，妊孕性温存手術はCQ04，RRSOはCQ05，腹腔鏡下手術はCQ06を参照のこと
注3）化学療法に関して，組織型を考慮した化学療法はCQ12，腹腔内化学療法はCQ13，維持化学療法はCQ15，

重篤な有害事象の対策はCQ17，分子標的治療薬はCQ18，ホルモン補充療法（HRT）はCQ22を参照のこと

Ⅰa,Ⅰb
（CQ01）

Ⅰc
（CQ01, 02）

Ⅱ～Ⅳ
（CQ02）

grade 2, 3 /
明細胞腺癌

grade 1

complete surgery

optimal surgery
1cm＞

suboptimal surgery
1cm≦

staging laparotomyで
不十分な手術が行われた場合

（CQ03, 08）

試験開腹/
原発巣が
摘出困難

術前化学療法
（NAC）を考慮  

（CQ14）

初回治療
進行期の決定

病理組織学的診断 術後治療

経過観察
（CQ19～21）

interval debulking
  surgery（IDS）
（CQ03, 14）化学療法

（CQ09, 10）

化学療法
（CQ09, 10）

化学療法
（CQ09, 10）

化学療法
（CQ09, 10）

（CQ11）

staging laparotomy/
primary debulking
  surgery（PDS）

（CQ01, 02, 07）
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フローチャート 2

上皮性境界悪性卵巣腫瘍の治療

注1）妊孕性温存手術＋staging laparotomyは患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診に加えて腹腔内精査
　　  腹腔内精査では，腹腔内を視診かつ触診で十分に確認した上，病変の疑いがあれば摘出し，ない場合は腹膜の生検を行う
注2）基本術式＋staging laparotomyはCQ23の推奨①②を参照のこと

診断時期 治療

妊孕性温存が
必要な症例

妊孕性温存が
必要な症例

妊孕性温存手術
＋

staging laparotomy
（CQ23） 経過観察 

（CQ25）術中に診断
（Ⅰ～Ⅳ）

術後に診断

妊孕性温存が
必要でない症例

妊孕性温存が
必要でない症例

基本術式
＋

staging laparotomy
（CQ23）

残存腫瘍または
浸潤性腹膜

インプラントあり

残存腫瘍・
浸潤性腹膜

インプラントなし

経過観察
上皮性卵巣癌と
同様の治療を考慮

（CQ08, 24）

先行手術で
残存腫瘍・浸潤性腹膜

インプラントなし
または不明

経過観察
妊孕性温存手術＋staging laparotomy 

（CQ23）

先行手術で
残存腫瘍または

浸潤性腹膜
インプラントあり

妊孕性温存手術＋staging laparotomy
（CQ23）
経過観察
上皮性卵巣癌と同様の治療を考慮

（CQ08, 24）
経過観察 

（CQ25）

先行手術で
残存腫瘍・浸潤性腹膜

インプラントなし
または不明

経過観察
基本術式＋staging laparotomy

（CQ23）

先行手術で
残存腫瘍または

浸潤性腹膜
インプラントあり

基本術式＋staging laparotomy
（CQ23）
経過観察
上皮性卵巣癌と同様の治療を考慮

（CQ08, 24）
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フローチャート 3

再発卵巣癌の治療

初回化学療法終了後から
再発までの期間 治療

化学療法
あり

6カ月未満
二次化学療法（CQ26）
放射線治療（CQ29）
best supportive care（BSC）

6カ月以上
初回と同一または類似の化学療法（CQ27）
secondary debulking surgery（SDS）（CQ28）
放射線治療（CQ29）

化学療法
なし secondary debulking surgery（SDS）（CQ28）

標準化学療法（CQ09）

再発

治療歴



22　

フローチャート 4

腹膜癌・卵管癌の治療

staging laparotomy/primary 
debulking surgery （PDS）   

（CQ31）  　　　　　　　　

staging laparotomy/primary 
debulking surgery（PDS）   

（CQ33）　　　　　　　　  

interval debulking surgery（IDS）
（CQ31）　　　　  　　　　　　 

初回治療 術後治療

化学療法
（CQ32）

術前化学療法 （NAC）
（CQ32）

化学療法
（CQ32）

経過観察
化学療法

（CQ34）

Ⅰa,Ⅰb
（CQ34）

化学療法
（CQ34）

Ⅰc,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（CQ34）

腹膜癌

卵管癌
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フローチャート 5

悪性卵巣胚細胞腫瘍の治療

経過観察
（CQ38） 

注）妊孕性温存手術は患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診に加えて腹腔内精査

妊孕性温存手術
（CQ35）

staging laparotomy/primary
debulking surgery（PDS）
（リンパ節生検・郭清は省略可能）
（CQ35）

primary debulking surgery（PDS）
（リンパ節生検・郭清は省略可能）
（CQ35）

化学療法
放射線治療
secondary debulking surgery（SDS）

（CQ37）

妊孕性温存が
必要な症例
（CQ35）

妊孕性温存が
必要でない症例

（CQ35）

進行例
（CQ35）

再発例
（CQ37）

ディスジャーミノーマ（Ⅰa），
未熟奇形腫（grade1）（Ⅰa,Ⅰb,Ⅰc）

（CQ35, 36）

ディスジャーミノーマ（Ⅰa），
未熟奇形腫（grade1）（Ⅰa,Ⅰb,Ⅰc）

（CQ36）

化学療法（BEP療法）
（CQ36）

化学療法（BEP療法）
（CQ36）

治療 術後治療
進行期の決定

病理組織学的診断
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フローチャート 6

性索間質性腫瘍の治療

治療 術後治療

妊孕性温存手術 
（CQ39）

経過観察 
（CQ41）

化学療法（CQ40）
放射線治療（CQ40）

化学療法（CQ40）
放射線治療（CQ40）

注）妊孕性温存手術は患側付属器摘出術＋大網切除術＋腹腔細胞診に加えて腹腔内精査

staging laparotomy/primary 
debulking surgery（PDS）
（リンパ節生検・郭清は省略可能）
（CQ39）

妊孕性温存が可能
かつ必要な症例

（CQ39）

妊孕性温存が
必要でない症例

（CQ39）

Ⅰ

Ⅱ～Ⅳ
再発症例


	GL卵巣がん2015.pdfから挿入したしおり
	表1
	卵巣がん治療ガイドライン 2015年版
	前付
	1章
	2章
	3章
	4章
	5章
	6章
	7章
	8章
	後付

	表4


